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					増築など検討している初心者の方にとって、計画を立てる前に学んでおきたい基礎知識があります。部屋のイメージチェンジする既存の建物を改修するプロセスであり、新たな住空間を作り出すための手段です。初心者の方は、まず自分の目的や希望を明確にし、予算や時間枠を設定することが重要となります。また、専門家とのコミュニケーションや相談も欠かせないです。建築や設計、電気や配管などの専門的な知識が必要ですが、初心者でも理解しやすい情報やガイドが豊富に存在します。インターネットや書籍、専門家のアドバイスを活用し、リフォームに関する基礎知識をしっかり学んでおくことで、スムーズで成功したリフォーム計画を立てることです。
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					自宅を改修して住みやすくするリフォーム

					自宅を快適で住みやすい場所にするためには、時折リフォームを行うことが必要です。家は私たちの日常生活の中心であり、居心地の良い空間であるべきです。自宅をリフォームして住みやすくするためのいくつかのアイデアが存在します。
まず、家族構成やライフスタイルに合わせて無駄なスペースを削減し、効率的なレイアウトを考えます。さらに、収納スペースを増やすことも重要です。クローゼットや収納棚を設置して、物の整理整頓がしやすい環境を作るのも効果的です。
次に、快適な居住環境を作るためには、断熱性の向上が欠かすことのできない要素です。断熱材の追加や窓の交換などを検討し冷暖房効果を高めることで、室温の安定化とエネルギーの節約が可能になります。
そして、照明や換気設備の見直しも重要です。明るい照明を選ぶことで、居室全体が明るく開放的な雰囲気になります。また、換気扇や空気清浄機の設置により、室内の空気の質を向上させ健康な環境を維持するのも大切です。

					

					住居におけるリフォームと改築の違い

					所有している自宅が古くなってきた場合、修繕することを選択される方も多いでしょう。ところで、修繕にはリフォームという言葉が思い浮かびます。一方で改築という言葉を思い浮かべた方もおられると思います。ここでは二つの言葉の意味の違いを解説します。リフォームという言葉は、故障や修繕が生じた個所を直すことを指します。例えば、浴室が古くなってきたから新しい浴室に入れ替えたり、外壁の塗装が経年劣化してきたので塗りなおししたりすることが挙げられます。修繕が主な目的ですので、住居全体の躯体をいじるわけではありません。従って、家自体の耐用を延長させる効果にとどまります。他方改築は、今建っている住居を取り潰して、新たに建てることを指します。新たに建てた家は新築ですので、リフォームとは違い長持ちする効果が期待できるでしょう。しかし、取壊しをして家を建てますので、費用はリフォームと比べると膨大にかかってしまうのが難点です。

					

					住居をリフォームするためのプロセス

					住居をリフォームするためのプロセスは、以下のステップで進められます。まず最初に目的と予算を明確にします。次に範囲と希望するデザインや機能を考えます。設計士やリフォーム業者との相談を通じて、アイデアを具体化します。次に設計プランを作成します。間取りや内装、素材などの詳細を含め、全体像を明確にしましょう。設計プランが完成したら、必要な許可や許諾を取得します。建築基準や地方自治体の規則に準拠しているか確認します。
次のステップはリフォームの実施です。業者と契約を結び、工事が始まります。工期や納品予定などのスケジュールを確認し、工事中の連絡や監督を行います。建材の購入や解体作業、新しい設備の取り付けなどが行われます。工事が終了したら最終チェックを行っていきます。品質や仕上がり、機能の確認を行い、問題があれば修正を依頼します。最終的には完了し新しい住居を楽しむことができます。
リフォームプロセスでは、コミュニケーションやスケジュール管理が重要です。専門家の助けや建築関連の知識を活用することで、スムーズな工事が実現できます。しかし個々のプロジェクトによって手順や必要な手続きは異なる場合がありますので、具体的な案件に合わせたアドバイスを専門家に求めることも重要です。

					

					リフォームの目的を決めておくことがポイント

					リフォームを行う際には、まず目的を明確にすることが重要です。計画の方向性を示し、スムーズな進行につながります。具体的に定めることで、必要な工事や予算の範囲を明確化し、効果的なリフォームを実現することができます。
まず快適性の向上が挙げられます。住まいの居住性や使い勝手を向上させるために、間取りの変更や設備の改善を行うことがあります。例えばキッチンやバスルームのリフォームによって、使い勝手や機能性を向上させることができます。
美観やデザインの改善も重要です。古くなった外観や内装をリニューアルすることで、住まいのイメージや価値を高めることができます。外壁や屋根の塗り替え、フローリングの張り替え、壁紙の貼り替えなど、見た目に関わる部分のリフォームは、住まいの印象を大きく変えることができます。省エネルギー性の向上も重要です。エコな住まいへの変換を図るために、断熱材の追加や窓の交換などを行います。これにより、冷暖房費の削減や地球環境への貢献が期待できます。
他にもバリアフリー化や耐震性の向上など、安全性や住みやすさあります。高齢化社会においては、段差の解消や手すりの設置などが求められます。地震などの自然災害に対する備えとして、耐震補強工事を行うことも重要です。





リフォームをするために必要な予算


リフォームの予算を決める上で、工事の規模によって違いが出てくるのが殆どです。
ただしある程度の概算は可能なので、実際にリフォーム工事を行う上で参考にする事が出来ます。
目安として小規模な工事を行う場合であれば、数十万から数百万程度に抑える事が可能です。
工事内容としては壁紙の張り替えの他に、床や照明器具の交換などがあります。
より中規模な工事になると、工事費用は数百万から数千万程度が必要になるケースも多いです。
劣化しやすいキッチンやバスルームなどの水廻りの改装や、外壁や屋根の改装を行う場合になります。
大規模なリフォームとなると数千万以上の費用が必要になるので、その点も考慮した上で工事内容を考える事が大切です。
大規模になると家全体の改装や回収の他に、増築や設備や機能の追加設置などが該当します。
もちろん工事の内容は必要に応じて決める事ができるので、実際に予算内で工事が可能かどうかはしっかり工事を依頼する企業を話し合いを行う事が大切です。






リフォームの設計は誰が行うのか？


自宅の一部をリフォームしたい場合、実際に設計は誰が行うのかわからない事も多いです。
一般的に自宅のリフォームを依頼した場合ですが、建築家の方やインテリアデザイナーを担当しているスタッフが行う事が多くあります。
建築家の場合はプロの知識や経験を元に、建物自体の構造などを考慮した上でプランを作成してもらう事が可能です。
建築家の場合は、建物自体の状態だけでなく制約などがある場合でも考慮した上で計画を立てる事が出来ます。
インテリアデザイナーの場合は、家の空間に特化したデザインを行うのが強みです。
家具の配置だけでなく素材選びも含めて、工事を行う箇所の美しさや機能性を拘る事が出来ます。
それ以外であれば依頼した工務店やリフォーム会社自体で、設計を行ってもらう場合もあります。
施工実績などが多い企業であれば、今までの経験だけでなくノウハウもしっかりしているのでより希望に合わせた工事やデザインを盛り込んで計画を立てる事が可能です。






リフォームの設計を自分で設計で行うときの注意点


リフォーム工事自体は多くの家庭で行っていますが、実際に行う中で自分自身で設計を手掛けるというケースもあります。
実際に自分でリフォーム設計を行う場合は、注意点をしっかり把握した上で行う事が大切です。
まずポイントになるのが改修工事を行う目的やなぜ行うのかなど、理由やどんな工事をしたいのかを具体的に考えておくという点があります。
次に専門的な知識も必要であり、技術的な部分の知識ｗ持つ事で安全に行う事ができる設計を行う事が可能です。
予算の考え方ですが、曖昧ではなく明確に設定するという点も重要なポイントとなります。
実際に考えた予算内で実現が出来るかどうかのプランを考えるようにします。
他には改修する上での建築基準法や地域毎の法規制に関わる内容は、しっかり確認したり手続きなども必要です。
全て自ら行う事が難しいと判断した場合は無理をせず、専門家に相談することでより安心して改修工事を行う事に繋がるポイントといえます。






リフォームの設計を設計士に依頼するときの注意点


経年劣化に伴う老朽化の他に、生活スタイルが変化したことで自宅のリフォームを検討するケースは多くあります。
実際にリフォームすることで自分達の希望を実現する事が可能ですが、重要なポイントとなるのが設計です。
設計自体を設計士に依頼する事は多くありますが、注意点もあるので事前に把握しておく事が重要となります。
まず依頼する人の今までの実績を確認することで、信頼できるかどうかに大きく影響してくるポイントです。
専門知識だけでなく技術力があるかどうかも安全で快適な工事に繋がります。
コミュニケーション能力などは、打ち合わせの際にも重要な要素となります。
しっかり話し合える人なのか、意思疎通がスムーズに行える事は選ぶ上で重要な要素の1つです。
実際に依頼する際の契約内容が明確かどうかも大切であり、依頼した後に契約内容が違うといったトラブルを未然に防ぐ事に繋がります。
多くの設計士の方がいるからこそ、最後まで信頼して依頼出来る人を選ぶ事が大切です。






設計士とコミュニケーションを取る重要性


リフォームを行う際に、設計士とのコミュニケーションは非常に重要です。
設計士との円滑なコミュニケーションを通じて、自分の希望や要望を正確に伝えることができます。
設計士は専門知識を持ち、実現可能なアイデアや最適なプランを提案してくれるため、意見やアイデアを交換することは、成功に不可欠です。

目的や予算、スケジュールなどを明確にすることができます。
設計士に自分の希望を具体的に伝えることで、自分の理想とする空間を実現するための最適な方法を共有することができます。
設計士は専門家であるため、施工上の問題や技術的な制約なども把握しています。
リフォームの可行性や改善点などを適切に議論することができます。

設計士とのコミュニケーションは、リフォームプロジェクトの進行管理にも関わっています。
設計士は施工業者や職人たちとの調整を行い、リフォームの進捗状況を管理します。
コミュニケーションを通じて、工事のスケジュールや仕様に関する変更があった場合にも、迅速かつ適切に対応することができます。








リフォームにDIYを取り入れることもできる


リフォームと言うと工務店や住宅メーカーの業者さんが来たり、電話やダイレクトメールでの勧誘があったりと面倒なことを想像する方もいらっしゃるのではないでしょうか。
けれど、リフォームを試してみたい場所があるというのも事実です。
テレビ番組や雑誌、動画などの媒体で、こういう風にしたいと希望するイメージもあるでしょう。

しかしメーカー担当者に見積もりを頼むと金額の高さに驚き、諦めたという方もいるはずです。
もしも簡単な場所であれば、ご自身でDIYすることがお勧めです。
例えば窓を二重サッシに取り替えたいとハウスメーカーにお願いすると、窓１つで約８万円と言われました。
けれど同様の部品価格をホームセンターやインタネットで調べると、約３万円程になります。
もちろん技術や手間の価格があるかもしれませんが、５万円の差は大きく感じます。
節約だけでなく、できた喜び体験もDIYの良さです。
注意点は正確な寸法を測る・無理をしないというのが鉄則です。






リフォーム初心者はDIYを最小限に


注文住宅は築年数が経過すると襖や畳、障子などの破れ、汚れなどが気になってきたりキッチンなどの壁に戸棚を設置したいと感じることがあります。

注文住宅は使用している素材、住宅設備によっても多少は違いますが10年以上経過するとリフォームが必要です。

住宅リフォーム初心者の場合は、DIYなどの日曜大工で自分で改修するのは最小限に抑えたほうが良いです。

和室の襖、障子などはDIYの知識、経験などがある場合は自分で張り替えをすることが可能です。

専門的な知識が乏しかったり、DIYの経験が少ない場合は自分で行うのは最小限にしたほうが良いでしょう。

障子や襖などはデリケートな素材なので、使用する糊の量が難しかったり、専門店にリフォームを依頼する時に余計な手間が掛かってしまうことがあります。

住宅の一部の部屋をリフォームしたい場合は、自分や家族で補修、修繕をするのは最小のするのがお勧めです。

専門店に依頼する前はDIYの知識がない場合は、避けたほうが無難です。






リフォームで考慮するべき防犯対策


注文住宅は築年数が経過すると窓や玄関などが老朽化してきたり、防犯性が下がってくるため、住宅リフォームを検討している人が増えています。

空き巣や強盗、ストーカーなどの被害を未然に防ぐために、防犯性の高い鍵を使用している玄関扉を購入したり、窓や玄関に補助錠を設置したい人が多いです。

不審者の不法侵入を防ぐために防犯対策を考える必要があるので、まずは専門店のスタッフに相談しましょう。

古いタイプの窓を使用している場合は、割れにくい素材の防犯ガラスに交換をしたり、家の玄関の周辺、窓の近く、死角になり暗い場所などに録画機能付きの防犯カメラを設置するのがお勧めです。

注文住宅は築年数が25年を過ぎている場合は、勝手口のあるご家庭が少なくありません。

勝手口があると不法侵入されやすくなるので、塞いでしまうなどのリフォームをしておくと安心です。

二重窓などを設置することで保温性、断熱性を高めることができるので寒い時期でも快適に過ごせます。






自分だけでなく家族も快適に暮らすためのリフォーム


マイホームを新築してから長い年月を経過すれば経年劣化してしまう部分もいあり、備えられている設備も新築当時は最新のものだったとしても今は時代遅れとなってしまっている可能性もあるのです。
外観も屋根や壁面もいかにも古い建物だという様相を示していることもあり、内装もそこで生活する全員の感覚に合わないものに様変わりしていることもあるはずです。
また、そこで生活する人や建物を含む財産を守り抜く耐震性も向上しており、気密性も高い建物も多くなり将来を見据えたバリアフリー化は格段の進歩が見られます。
このような内容をリフォームすることで既存の建物をより丈夫で使いやすい建物に変貌させることもでき、家族全員がその家に住み続けることに喜びを感じることもできるのです。
建物のリフォームは自分が暮らしやすい家にすることが主たる目的ではなく、建物に入居する全員が安心して快適に長く生活できる場所にするという大きな目的があるのです。






リフォームで理想の暮らしを実現する


リフォームには色々な可能性があるので、よく考えて実行すれば理想の暮らしを実現させることもできるでしょう。

例えば、今まで住んでいた家の中が常に散らかっていた場合、リフォームによって収納スペースを増やすと、整理整頓ができるようになり、いつもすっきりとした美しい部屋で暮らせるようになることも考えられます。

また、リフォーム工事の時に、それまでよりも大きな湯船に変えることで以前よりも入浴の時間をくつろいで楽しめるようにする人も多いです。
間取りを見直すことで前より広いリビングルームを作り、家族団らんの時間を楽しむことも可能ですし、憧れの書斎を作って自分の時間を充実させる人もいます。

理想の暮らしはそれぞれの家族ごとに異なるので、住宅の改装をすることで叶えたい希望があるなら、リフォーム会社のスタッフに相談してみてはいかがでしょうか。
家の広さや予算などの関係で難しいかもしれないと思う理想でも、専門知識が豊富なスタッフに知恵を借りれば実現する方法が見つかるかもしれないため、まずは相談することから始めるのがおすすめです。
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							著者：日向昌弘

							筆者プロフィール

							北海道札幌市生まれ。これからリフォームを考えている方へ向けて役に立つ情報を発信しています。
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					札幌市 リフォームに関する情報サイト

					リフォームの基礎知識

				

				
					初心者が増築などの計画には基礎知識が必要です。増築したりする既存の建物を改修し、新たな住空間を作り出す手段です。目的や予算、時間枠を明確に設定することが重要です。専門家とのコミュニケーションや相談も欠かせません。部屋のデザインを変えたりすると専門的な知識が必要ですが、情報やガイドも豊富にあります。インターネットや書籍、専門家のアドバイスを利用し、基礎知識を学びましょう。これにより、スムーズで成功したリフォーム計画を立てることができます。
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